
第 10 回スポーツデータ解析コンペティション 審査会 

＜フェンシング部門＞ および ＜卓球部門＞ での優秀賞獲得 

吉田成帆（理工学研究科 M1） 北島栄司（M2） 石木夏実（工学部 B4） 仲宗根慎太（教育学部 B4） 

【概要】 2020 年 12 月 26, 27 日（土，日）にオンライン開催された表題の研究会で工学部の学生チームが

2 部門で優秀賞を獲得しました。 

フェンシング部門には北島栄司くんが令和元年度 9 月期学長記者懇談会で報告した解析技術を応用し、

工学部 4 年の石木夏実さんが考察を深化させました。 

一方、卓球部門では吉田成帆くんが令和 2 年度 11 月期学長記者懇談会で報告した解析技術を適用し、

教育学部 4 年の仲宗根慎太くん（4 月から理工学研究科に院進学予定）と共同で成果を創出しました。 

図 1: 第 10 回スポーツデータ解析コンペティションの概要と今年の提供データ一覧。
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図 2: スポーツデータ解析コンペティションの大まかなスケジュール。このコンペではデータが

貸与されたら、必ず期日までに書面で成果を提出しなければならない制約がある。また書類審査

の結果次第では審査会から選外となる場合も往々にしてあり、さらに口頭発表に選ばれても各賞

審査基準を満たしていなければ「受賞なし」となる厳しい審査会である。 

図３：フェンシング部門と卓球部門の審査結果。 



 
図 4. 学生主要メンバー (左上から時計回り順)：北島栄司くん、吉田成帆くん、石木夏実さん、

仲宗根慎太くん。 
 

図 5. 卓球部門優秀賞の副賞として頂いた日本ペイントマレッツユニフォーム。チームメンバーの

名前と発表タイトルが背面にプリントされている。 



 
 

 
 
図 6. 審査会当日に使用したスライドのタイトルページ（上がフェンシング、下が卓球部門）。 



図 7. 今回獲得した表彰状と盾（上がフェンシング、下が卓球部門）。




